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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の焦点検出領域について合焦度合いに関する情報を取得する取得手段と、
　前記複数の焦点検出領域それぞれについて、合焦度合いを含む複数の情報を示すフォー
カスガイドを、撮像手段により撮像されたライブビュー画像に重畳して表示するように制
御する表示制御手段と、を有し、
　前記表示制御手段は、合焦度合いが低い焦点検出領域に対応するフォーカスガイドは、
前記複数の情報のうちの少なくとも１つの情報を表示しないことにより、簡略表示するよ
うに制御し、焦点検出領域の数が所定値未満である場合には、合焦度合いに関わらず前記
フォーカスガイドを簡略表示せずに前記複数の情報を表示するように制御する、ことを特
徴とする表示制御装置。
【請求項２】
　前記表示制御手段は、前記合焦度合いの情報として、前ピン状態であるか、または、後
ピン状態であるかを識別可能な表示アイテムを前記フォーカスガイドとして表示すること
を特徴とする請求項１に記載の表示制御装置。
【請求項３】
　前記表示制御手段は、前記合焦度合いの情報として、デフォーカス量を示す表示アイテ
ムを前記フォーカスガイドとして表示することを特徴とする請求項１又は２に記載の表示
制御装置。
【請求項４】
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　前記表示制御手段は、前記合焦度合いの情報を識別可能な表示アイテムを表示すること
を特徴とする請求項１に記載の表示制御装置。
【請求項５】
　前記表示制御手段は、前記合焦度合いと前記焦点検出領域の位置とを含む複数の情報を
、前記フォーカスガイドとして表示することを特徴とする請求項１乃至４のいずれか１項
に記載の表示制御装置。
【請求項６】
　前記表示制御手段は、
　合焦度合いが第１の閾値よりも低い焦点検出領域に対応するフォーカスガイドを、合焦
度合いが前記第１の閾値以上である焦点検出領域に対応する第１の表示形態のフォーカス
ガイドよりも簡略化した第２の表示形態で表示することを特徴とする請求項１に記載の表
示制御装置。
【請求項７】
　前記第１の表示形態のフォーカスガイドは、対応する焦点検出領域を示す枠と、合焦度
合いを示す指標と、フォーカス操作方向を示す指標とを含む表示形態であり、
　前記第２の表示形態のフォーカスガイドは、対応する焦点検出領域を示す枠と、合焦度
合いを示す指標と、フォーカス操作方向を示す指標のうち少なくとも１つを含まない表示
形態であることを特徴とする請求項６に記載の表示制御装置。
【請求項８】
　前記第１の表示形態のフォーカスガイドは、対応する焦点検出領域を示す枠と、合焦度
合いを示す指標と、フォーカス操作方向を示す指標とを含む表示形態であり、
　前記第２の表示形態のフォーカスガイドは、対応する焦点検出領域を示す枠を含まず、
合焦度合いを示す指標と、フォーカス操作方向を示す指標とを含む表示形態であることを
特徴とする請求項６に記載の表示制御装置。
【請求項９】
　前記表示制御手段は、
　合焦度合いが第２の閾値よりも低い焦点検出領域に対応するフォーカスガイドを、合焦
度合いが前記第２の閾値以上でかつ前記第１の閾値未満である焦点検出領域に対応する前
記第２の表示形態のフォーカスガイドよりも簡略化した第３の表示形態で表示することを
特徴とする請求項６乃至８の何れか１項に記載の表示制御装置。
【請求項１０】
　前記第１の表示形態のフォーカスガイドは、対応する焦点検出領域を示す枠と、合焦度
合いを示す指標と、フォーカス操作方向を示す指標とを含む表示形態であり、
　前記第２の表示形態のフォーカスガイドは、対応する焦点検出領域を示す枠と、合焦度
合いを示す指標と、フォーカス操作方向を示す指標のうち少なくとも１つを含まない表示
形態であり、
　前記第３の表示形態のフォーカスガイドは、対応する焦点検出領域を示す枠と、合焦度
合いを示す指標と、フォーカス操作方向を示す指標のうち少なくとも２つを含まない表示
形態であることを特徴とする請求項９に記載の表示制御装置。
【請求項１１】
　前記表示制御手段は、合焦度合いが第３の閾値よりも低い焦点検出領域に対応するフォ
ーカスガイドは表示しないように制御することを特徴とする請求項６乃至１０のいずれか
１項に記載の表示制御装置。
【請求項１２】
　前記表示制御手段は、合焦度合いにかかわらず、フォーカスを手動調整するフォーカス
操作手段に対してより合焦させるために操作すべき方向が、最後に前記フォーカス操作手
段に対して行われた操作方向と異なる焦点検出領域に対応するフォーカスガイドは表示し
ないように制御することを特徴とする請求項１乃至１１のいずれか１項に記載の表示制御
装置。
【請求項１３】
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　複数の焦点検出領域について合焦度合いに関する情報を取得する取得ステップと、
　前記複数の焦点検出領域それぞれについて、合焦度合いを含む複数の情報を示すフォー
カスガイドを、撮像手段により撮像されたライブビュー画像に重畳して表示するように制
御する表示制御ステップと、を有し、
　前記表示制御ステップでは、合焦度合いが低い焦点検出領域に対応するフォーカスガイ
ドは、前記複数の情報のうちの少なくとも１つの情報を表示しないことにより、簡略表示
するように制御し、焦点検出領域の数が所定値未満である場合には、合焦度合いに関わら
ず前記フォーカスガイドを簡略表示せずに前記複数の情報を表示するように制御すること
を特徴とする表示制御装置の制御方法。
【請求項１４】
　コンピュータを、請求項１乃至１２のいずれか１項に記載される表示制御装置の各手段
として機能させるためのプログラム。
【請求項１５】
　コンピュータを、請求項１乃至１２のいずれか１項に記載される表示制御装置の各手段
として機能させるためのプログラムを格納したコンピュータが読み取り可能な記憶媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、フォーカス調整機能を備えた撮像装置において、被写体の合焦度合いを表示
する表示制御装置、表示制御装置の制御方法及びプログラム並びに記憶媒体に関する。
【背景技術】
【０００２】
　撮像装置において、専用の測距センサまたは複数の撮像センサによって被写体のフォー
カス評価値を算出し、この評価値に基づいて被写体の前ピン・後ピン状態または焦点のず
れ具合を表示する技術は、公知である。このような表示機能は、フォーカスアシスト機能
と呼ばれる。
【０００３】
　特許文献１には、撮影視野内の人物に対して顔の焦点状態に応じてぼかした顔枠を付加
的に表示することで、被写体のデフォーカス量をユーザに知らせるようにした撮像装置が
記載されている。
【０００４】
　特許文献２には、複数検出された顔のうち、任意の顔にマニュアルフォーカスしやすく
するために、以下の制御を行う撮像装置が記載されている。第１に、距離インジケータに
焦点情報と複数の顔アイコンを表示しつつ、合焦した顔の顔アイコンを点滅表示する。第
２に、ライブビュー上に複数の顔枠（顔アイコンに対応）を表示し、合焦した顔に対して
その顔枠を点滅表示する。第３に、それぞれの顔枠の位置に距離情報を表示する。
【０００５】
　近年では、撮影視野内の任意の複数の被写体を測距対象とする技術が採用されている。
例えば、撮影視野内の任意に指定した領域をフォーカス評価値検出領域として設定して測
距枠を重畳表示し、フォーカス評価値検出領域内の被写体の距離情報を取得し表示する。
この技術により、合焦状態に対してのフォーカスのずれ量とフォーカス移動に伴う焦点状
態の変化をより正確に表示することができる。さらに、被写体の距離と測距位置を基にフ
ォーカス操作リングの操作方向を円環表示によってフォーカスガイド表示を行うことがで
きる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２０１１－０７７９００号公報
【特許文献２】特開２００７－３２９７８４号公報
【発明の概要】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　従来技術では、フォーカスガイド表示機能を複数表示した場合、画面上の情報量が膨大
となってしまい、視認性の悪い状態となってしまう。
【０００８】
　本発明は、このような不都合を解消し、視認性を損なうことなしに、フォーカスガイド
を適切にユーザに提供できる表示制御装置、表示制御装置の制御方法及びプログラム並び
に記憶媒体を提示することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明に係る表示制御装置は、
　複数の焦点検出領域について合焦度合いに関する情報を取得する取得手段と、前記複数
の焦点検出領域それぞれについて、合焦度合いを含む複数の情報を示すフォーカスガイド
を、撮像手段により撮像されたライブビュー画像に重畳して表示するように制御する表示
制御手段と、を有し、前記表示制御手段は、合焦度合いが低い焦点検出領域に対応するフ
ォーカスガイドは、前記複数の情報のうちの少なくとも１つの情報を表示しないことによ
り、簡略表示するように制御し、焦点検出領域の数が所定値未満である場合には、合焦度
合いに関わらず前記フォーカスガイドを簡略表示せずに前記複数の情報を表示するように
制御する、ことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、撮像画像に重畳表示するフォーカスガイドを合焦度合い応じた表示形
態とすることで、画面上の情報量を減らすことができる。これにより、フォーカスガイド
を複数表示した場合でも、画面上の情報量が膨大となることを防ぎ、視認性を改善できる
。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明の一実施例の概略構成ブロック図である。
【図２】撮像素子の受光面の画素構成例である。
【図３】本実施例のフォーカスガイド表示変更処理のフローチャートである。
【図４】本実施例のフォーカスガイド表示変更処理のフローチャートである。
【図５】本実施例のフォーカスガイド例である。
【図６】図３に示す処理を適用した場合の画面遷移例である。
【図７】図４に示す処理を適用した場合の画面遷移例である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、図面を参照して、本発明の実施例を詳細に説明する。なお、本発明は以下に説明
する実施形態に限定されるものではなく、一眼レフカメラ、レンズ一体型コンパクトカメ
ラ、またはカメラ機能つき携帯電話であってもよい。
【実施例１】
【００１３】
　図１は、本発明に係る表示制御装置の一実施例を適用した撮像装置であるレンズ交換式
デジタルビデオカメラの概略構成ブロック図である。各機能ブロックは、ＡＳＩＣまたは
プログラマブルロジックアレイ（ＰＬＡ）などのハードウェアによって実現されても、Ｃ
ＰＵまたはＭＰＵ等のプログラマブルプロセッサがソフトウェアを実行することによって
実現されてもよい。また、ソフトウェアとハードウェアの組み合わせによって実現されて
もよい。従って、以下の説明において、異なる機能ブロックが動作主体として記載されて
いる場合であっても、同じハードウェアが主体として実現されうる。
【００１４】
　図１に示すカメラは、カメラ本体１００と、カメラ本体１００に着脱自在な交換レンズ
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１０２とからなる。カメラ本体１００の表面には、各種の操作部、表示部１２０及び外部
出力部１２８が露出している。
【００１５】
　交換レンズ１０２は、複数のレンズ群からなる撮影レンズであり、フォーカスレンズ、
ズームレンズ及びシフトレンズ等のレンズと、絞りを有する。交換レンズ１０２による被
写体光学像は、ＮＤフィルタ１０４を介して撮像素子１０６に入射する。ＮＤフィルタ１
０４は、撮像素子１０６に入射する光量を低減または調整する目的で配置される。
【００１６】
　撮像素子１０６は、光電変換素子を有する画素が複数、二次元状に配列された構成を有
する。撮像素子１０６は、交換レンズ１０２により結像された被写体光学像を各画素で光
電変換し、さらにＡ／Ｄ変換回路によってアナログ・デジタル変換して、画素単位の撮像
画像信号（ＲＡＷ画像データ）をメモリＩ／Ｆ部１０８と測距部１１０に出力する。
【００１７】
　メモリＩ／Ｆ部１０８は、撮像素子１０６から出力された全画素分のＲＡＷ画像データ
をメモリ１１２に書き込み、また、メモリ１１２に保持されたＲＡＷ画像データを読み出
して画像処理部１１４に出力する。メモリ１１２は、数フレームの全画素分のＲＡＷ画像
データを格納できる容量を具備する。
【００１８】
　画像処理部１１４は、メモリＩ／Ｆ部１０８から送られた全画素分のＲＡＷ画像データ
に対し、制御に必要な画像処理を行う。具体的には、画像処理部１１４は、撮像素子１０
６に起因するレベル差を補正する。例えば、画像処理部１１４は、撮像素子１０６の有効
領域の外側に位置するＯＢ領域の画素信号を用いて有効領域の画素信号レベルの補正と、
欠陥画素に対して周囲画素を用いた補正を行う。画像処理部１１４はまた、周辺光量落ち
に対する補正、色補正、輪郭強調、ノイズ除去、ガンマ補正、ディベイヤー及び圧縮など
の各処理を行う。画像処理部１１４は、撮像素子１０６から入力されたＲＡＷ画像データ
に上記処理を行い、処理後の撮像画像データを所定の映像フォーマットで出力する。
【００１９】
　ＧＰＵ（Graphics Processing Unit）１１６は、各種情報及びメニュー画面をＶＲＡＭ
に描画するレンダリングエンジンである。ＧＰＵ１１６は、文字列及び図形の描画機能、
拡大縮小描画機能、回転描画機能並びにレイヤ合成機能を備えている。ＶＲＡＭは透過度
を表すアルファチャネルを備えている。表示用Ｉ／Ｆ部１１８は、画像処理部１１４から
の画像データと、ＧＰＵ１１６で描画したＶＲＡＭ上の文字列及び図形等とを重畳合成し
リサイズ処理して、表示部１２０に出力する。表示部１２０は、表示用Ｉ／Ｆ部１１８か
ら出力された画像データを画角確認用に表示するモニタまたはファインダとして使用され
る。
【００２０】
　例えば、拡大表示モードが有効になっている場合、表示用Ｉ／Ｆ部１１８は、本体マイ
コン１３４からの制御信号に従い、データの部分領域に対して重畳合成およびリサイズ処
理を行う。その結果、拡大表示モードでは、通常時よりも拡大された画像が表示部１２０
に表示される。この状態では、撮影者は、マニュアルによるフォーカス調整をより正確に
行いやすくなる。
【００２１】
　記録媒体Ｉ／Ｆ部１２２は記録媒体１２４にデータを読み書きするインターフェースで
ある。記録媒体Ｉ／Ｆ部１２２は、画像処理部１１４から出力される画像データを記録媒
体に１２４に書き込み、記録媒体１２４に記録される画像データを記録媒体１２４から読
み出すことができる。記録媒体１２４は、複数の画像データまたは動画データを記録可能
な容量の、半導体メモリ等で構成されるメモリカード等である。
【００２２】
　外部出力Ｉ／Ｆ部１２６は、画像処理部１１４からの動画データを出力先に合わせてリ
サイズする機能を有する。外部出力Ｉ／Ｆ部１２６はまた、外部出力部１２８の規格に適
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した信号変換および制御信号の付与を行い、変換後の動画形式の画像データを外部出力部
１２８に出力する。外部出力部１２８は、動画データを外部出力する端子、例えばＳＤＩ
端子またはＨＤＭＩ（登録商標）端子である。外部出力部１２８には、モニタディスプレ
イ及び外部記録装置が接続可能である。
【００２３】
　外部操作用Ｉ／Ｆ部１３０は、外部操作部１３２による制御指示を受信し、本体マイコ
ン１３４に通知するインターフェースである。外部操作用Ｉ／Ｆ部１３０は、例えば、赤
外線リモコン受光部、無線ＬＡＮインターフェースまたはＬＡＮＣ（登録商標）からなる
。
【００２４】
　本体マイコン１３４は、ＣＰＵ１３４Ａ、ＲＯＭ１３４Ｂ及びＲＡＭ１３４Ｃを備え、
ＣＰＵ１３４ＡがＲＯＭ１３４Ｂに格納されたプログラムをＲＡＭ１３４Ｃの作業領域に
展開し、実行することにより、全体の動作を制御する。また、本体マイコン１３４は、Ｒ
ＯＭ１３４Ｂに記憶されたプログラムを実行することで、後述する各処理を実現する。Ｃ
ＰＵ１３４Ａは、本体マイコン１３４の動作用の定数、変数及びＲＯＭ１３４Ｂから読み
出したプログラム等をＲＡＭ１３４Ｃに展開する。
【００２５】
　ゲイン制御部１３６、シャッタ制御部１３８、ＮＤ制御部１４０および絞り制御部１４
２はいずれも、露出制御に使用される。ゲイン制御部１３６は、撮像素子１０６のゲイン
を制御する。シャッタ制御部１３８は、撮像素子１０６のシャッタスピードを制御する。
ＮＤ制御部１４０は、ＮＤフィルタ１０４の透過光量を制御する。絞り制御部１４２は、
交換レンズ１０２の絞りを制御する。本体マイコン１３４が、画像処理部１１４の出力画
像データの輝度レベルから算出した結果と撮影者がマニュアル設定した動作パラメータに
基づき、これら制御部１３６，１３８，１４０，１４２を制御する。
【００２６】
　フォーカス制御部１４４は、本体マイコン１３４で設定されるフォーカス駆動モードが
ＡＦ（オートフォーカス）モードかＭＦ（マニュアルフォーカス）モードかによって異な
る動作を行う。
【００２７】
　ＡＦモードでは、本体マイコン１３４は、画像処理部１１４の出力画像データを参照し
てフォーカスの合焦情報を算出し、この算出結果をもとにフォーカス制御部１４４を介し
て交換レンズ１０２のフォーカスレンズを制御する。本体マイコン１３４は、撮影視野内
の部分領域にＡＦ枠を設定し、ＡＦ枠内の被写体のみに基づいてフォーカス合焦情報を算
出することもできる。ＡＦモードはさらに、ワンショットＡＦモードと、コンティニュア
スＡＦモードを有する。ワンショットＡＦモードは、ワンショットＡＦキー１５８が押下
されたときだけ、本体マイコン１３４がＡＦ制御を行い、合焦成功または合焦失敗が確定
した後はフォーカス制御部１４４の制御を停止するモードである。コンティニュアスＡＦ
モードは、継続的にＡＦ制御を行うモードである。ただし、コンティニュアスＡＦモード
であっても、本体マイコン１３４は、ＡＦロックキー１６０の押下によってＡＦロック状
態になっているときにはフォーカス制御部１４４によるフォーカス制御を停止する。ユー
ザは、メニュー画面内で、ワンショットＡＦモードと、コンティニュアスＡＦモードを切
り替えることができる。
【００２８】
　ＭＦモードでは、本体マイコン１３４は、画像処理部１１４の出力画像データによるフ
ォーカス制御部１４４のフォーカス制御を停止する。かわりに、本体マイコン１３４は、
撮影者が交換レンズ１０２に組み込まれたフォーカスリング１６８の撮影者による回転操
作に応じて、フォーカス制御部１４４を介してフォーカシングレンズの位置を制御する。
【００２９】
　防振制御部１４６は、手振れを相殺するように交換レンズ１０２のシフトレンズを制御
する。本体マイコン１３４は、画像処理部１１４の出力画像データを参照して被写体の動
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きベクトルを算出し、算出した動きベクトルを防振制御部１４６に供給する。防振制御部
１４６は、本体マイコン１３４からの動きベクトルに従い、手振れを相殺するように交換
レンズ１０２のシフトレンズを制御する。これにより、手振れが光学式に抑制される。防
振制御部１４６による光学防振に代えて、撮像画像データを格納するメモリ上で、撮像画
像データから手ブレによる像ブレを相殺する位置の部分画像を切り出す電子式防振処理を
採用しても良い。
【００３０】
　メニューキー１４８は、表示部１２０にメニュー画面を表示する指示と、すでに開いて
いるメニュー画面を閉じる指示を本体マイコン１３４に入力するのに使用される。
【００３１】
　十字キー１５０およびダイヤル１５２はどちらも、メニュー画面内で項目を選択するた
めのカーソルを移動したり、フォーカスに関する枠表示を撮影者の望む方向へ移動したり
する指示を本体マイコン１３４に入力するのに使用される。
【００３２】
　ＳＥＴキー１５４は、メニュー画面内でカーソルの当たっている項目を選択したり、各
種の設定操作を確定したりする指示を本体マイコン１３４に入力するのに使用される。
【００３３】
　キャンセルキー１５６は、メニュー画面で深い階層の選択を行っているときにひとつ前
の階層へ戻ったり、各種の設定操作を破棄したりする指示を本体マイコン１３４に入力す
るのに使用される。
【００３４】
　ワンショットＡＦキー１５８は、ＡＦモードがワンショットＡＦであるときに、フォー
カス制御部１４４によってＡＦを駆動する指示を本体マイコン１３４に入力するのに使用
される。
【００３５】
　ＡＦロックキー１６０は、ＡＦモードがコンティニュアスＡＦであるときに、フォーカ
ス制御部１４４による制御を停止したり、制御停止状態を解除したりする指示を本体マイ
コン１３４に入力するのに使用される。
【００３６】
　拡大キー１６２は、表示部１２０に表示される映像を拡大したり元に戻したりする指示
を本体マイコン１３４に入力するのに使用される。
【００３７】
　ＤＩＳＰＬＡＹキー１６４は、本体マイコン１３４で保持されるＤｉｓｐレベルを変更
する指示を本体マイコン１３４に入力するのに使用される。選択されたＤｉｓｐレベルに
基づいて、本体マイコン１３４は、表示部１２０に表示される各種情報表示を制限し、よ
り詳細な情報を表示し、映像表示をよりクリアにする。
【００３８】
　ＳＴＡＲＴ／ＳＴＯＰキー１６６は、記録媒体Ｉ／Ｆ部１２２による記録の開始と停止
の指示を本体マイコン１３４に入力するのに使用される。
【００３９】
　フォーカスリング１６８は、フォーカス駆動状態がＭＦであるときに、交換レンズ１０
２内のフォーカスレンズの移動を本体マイコン１３４に指示するのに使用される。これに
より、手動操作でフォーカスを調整できる。
【００４０】
　ＡＦ／ＭＦスイッチ１７０は、フォーカス駆動状態、すなわちＡＦとＭＦを相互に切り
替える指示を本体マイコン１３４に入力するのに使用される。
【００４１】
　これらの操作部材１４８～１７０は、キー（ボタン）、ダイヤル、タクトスイッチまた
はリング等の部材からなる。いずれも撮影者の操作を受けつけ、本体マイコン１３４に操
作に基づく所定の指示を供給する。操作部材１４８～１６６はカメラ本体１００に組みつ
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けられ、フォーカスリング１６８とＡＦ／ＭＦスイッチ１７０は、交換レンズ１０２に組
みつけられている。これら操作部材１４８～１７０の一部は、メニュー画面内の設定によ
って、キーの役割を交換したり、別の機能にアサインしたりすることも可能である。
【００４２】
　外部操作部１３２は、ユーザ操作に従い、外部操作用Ｉ／Ｆ部１３０を介して本体マイ
コン１３４に種々の指示を入力する操作手段である。ユーザは、外部操作部１３２を使っ
て、操作部材１４８～１７０の操作と同様の操作信号を本体マイコン１３４に入力するこ
とができ、表示部１２０で表示するメニュー画面に対する操作指示も、本体マイコン１３
４に入力できる。
【００４３】
　図２を参照して、撮像素子１０６の受光面または撮像面における画素配置を説明する。
図２（Ａ）は、撮像面位相差検出機能を有しない撮像素子の画素配置であって、赤（Ｒ）
、青（Ｂ）、緑（Ｇｂ、Ｇｒ）のベイヤー配列例の撮像素子の画素配置例を示す。図２（
Ｂ）は、撮像面位相差検出機能を有する撮像素子１０６の画素配置であって、図２（Ａ）
に示す例と同じカラーフィルタ配列に対応する画素配置を示す。
【００４４】
　図２（Ｂ）に示すように、撮像素子１０６の各画素は、撮像面位相差ＡＦを可能にする
ために、一つのマイクロレンズに対して光２つのフォトダイオード（受光素子）を保持す
る。撮像素子１０６の撮像面には、このような受光素子構成の画素が、図２（Ａ）に示す
例と同じカラーフィルタ配列に対応するように撮像面に二次元配置される。これにより、
各画素は、交換レンズ１０２の射出瞳を分割した２つの光束を受光できる。以下の説明で
は、１つの画素を構成する２つの受光素子の一方の出力信号をＡ像信号と呼び、他方の受
光素子の出力信号をＢ像信号という。撮像素子１０６は、各画素から位相差検出用の２つ
の信号（Ａ像信号、Ｂ像信号）を測距部１１０に出力し、２つのフォトダイオードの信号
を加算した画像信号（Ａ像信号＋Ｂ像信号）を記録用にメモリＩ／Ｆ部１０８に出力する
。撮像素子１０６からメモリＩ／Ｆ部１０８に出力される画像信号は、図２（Ａ）に例示
するベイヤー配列の撮像素子から出力される画像信号と同等となる。
【００４５】
　測距部１１０は、撮像素子１０６から出力されるＡ像信号とＢ像信号の相関演算を行い
、デフォーカス量及び各種信頼性などの情報を算出し、算出結果を本体マイコン１３４に
出力する。
【００４６】
　ここでは、撮像素子１０６は、記録用の画像信号及び位相差検出用の２つの像信号の合
計３つの信号を出力するとしているが、このような出力形態に限定されない。例えば、記
録用の画像信号と、位相差ＡＦ用の２つの像信号の一方とを出力するようにしてもよい。
出力されない像信号の内容は、記録用の画像信号と出力された像信号との演算で求めるこ
とができる。
【００４７】
　アレイ状に配置される画素構成の各画素を、１つのマイクロレンズの光束が入射する２
つのフォトダイオードで構成する例を説明したが、３つ以上のフォトダイオードで構成す
るようにしてもよい。また、マイクロレンズに対して受光部の開口位置が異なる画素を複
数有する画素構成としてもよい。要は、Ａ像信号とＢ像信号という、位相差検出に使える
２つの像信号が得られるようになっていれば足りる。
【００４８】
　図３は、本実施例のフォーカスガイド表示変更処理のフローチャートである。図３に示
す処理に対応する制御プログラムが本体マイコン１３４のＲＯＭ１３４Ｂに記憶されてい
る。本体マイコン１３４のＣＰＵ１３４ＡがＲＯＭ１３４Ｂからこの制御プログラムを読
み出してＲＡＭ１３４Ｃに展開し、実行することにより、図３に示す処理を実現する。Ｃ
ＰＵ１３４Ａは、各被写体に対するフォーカスガイドを生成し、各フォーカスガイドをそ
れぞれに固有のＩＤで管理し、図３に示す処理を、現在表示されている全てのフォーカス
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ガイドに適用するようにループ実行する。説明例として、フォーカスガイドは、測距エリ
アを示す測距枠と、フォーカスガイドを行う座標または被写体を示す測距位置と、合焦さ
せるためのフォーカスリング１６８の操作方向（リング操作方向）と、フォーカスのずれ
量を示すデフォーカス量を含む。
【００４９】
　Ｓ３０１で、本体マイコン１３４は、現在選択されているＩＤのフォーカスガイドにお
けるデフォーカス量を取得または算出する。Ｓ３０２で、本体マイコン１３４は、Ｓ３０
１で取得したデフォーカス量が任意の閾値Ｗ以上の値であるかどうかを判断する。Ｓ３０
１で取得したデフォーカス量が閾値Ｗ以上の値であると判断された場合、本体マイコン１
３４は、Ｓ３０６に進み、そうでない場合、Ｓ３０３に進む。
【００５０】
　Ｓ３０６で、本体マイコン１３４は、現在選択されているＩＤのフォーカスガイドの測
距枠、測距位置、リング操作方向及びデフォーカス量を非表示とする。本体マイコン１３
４は、ＩＤをインクリメントして、Ｓ３０１に戻る。
【００５１】
　Ｓ３０３で、本体マイコン１３４は、Ｓ３０１で取得したデフォーカス量が任意の閾値
Ｘ（ただし、Ｘ＜Ｗ）以上の値かどうかを判断する。Ｓ３０１で取得したデフォーカス量
が閾値Ｘ以上の値であると判断された場合、本体マイコン１３４は、Ｓ３０７に進み、そ
うでない場合、Ｓ３０４に進む。
【００５２】
　Ｓ３０７で、本体マイコン１３４は、現在選択されているＩＤのフォーカスガイドの測
距枠及びデフォーカス量を非表示とし、測距位置の表示を小さくし、リング操作方向を簡
易表示とする。本体マイコン１３４は、ＩＤをインクリメントして、Ｓ３０１に戻る。
【００５３】
　Ｓ３０４で、本体マイコン１３４は、Ｓ３０１で取得したデフォーカス量が任意の閾値
Ｙ（ただし、Ｙ＜Ｘ）以上の値かどうかを判断する。Ｓ３０１で取得したデフォーカス量
が閾値Ｙ以上の値であると判断された場合、本体マイコン１３４は、Ｓ３０８に進み、そ
うでない場合、Ｓ３０５に進む。
【００５４】
　Ｓ３０８で、本体マイコン１３４は、現在選択されているＩＤのフォーカスガイドにお
ける測距枠を非表示とし、測距位置、リング操作方向及びデフォーカス量の表示を小さく
する。本体マイコン１３４は、ＩＤをインクリメントして、Ｓ３０１に戻る。
【００５５】
　Ｓ３０５で、本体マイコン１３４は、ステップＳ３０１で取得したデフォーカス量が任
意の閾値Ｚ（ただし、Ｚ＜Ｙ）以上の値かどうかを判断する。Ｓ３０１で取得したデフォ
ーカス量が閾値Ｚ以上の値であると判断された場合、本体マイコン１３４は、Ｓ３０９に
進み、そうでない場合、Ｓ３１０に進む。
【００５６】
　Ｓ３０９で、本体マイコン１３４は、現在選択されているＩＤのフォーカスガイドの測
距枠を非表示とし、測距位置、リング操作方向及びデフォーカス量を通常表示にする。本
体マイコン１３４は、ＩＤをインクリメントして、Ｓ３０１に戻る。
【００５７】
　Ｓ３１０で、本体マイコン１３４は、現在選択されているＩＤのフォーカスガイドの測
距枠、測距位置、リング操作方向及びデフォーカス量の全てを通常表示にする。本体マイ
コン１３４は、ＩＤをインクリメントして、Ｓ３０１に戻る。
【００５８】
　表示中の全てのフォーカスガイドに対して図３に示す処理を実行すると、本体マイコン
１３４は、図３に示す処理を終了する。
【００５９】
　上述のように、本実施例では、フォーカスガイドの表示を、デフォーカス量に応じて大
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きさまたは表示形態を変更するようにした。このようにすることで、画面上の情報量を減
らすことが可能となる。フォーカスガイドを複数、同時に表示する場合でも、画面上の情
報量が膨大となることを防ぎ、視認性を改善できる。
【００６０】
　尚、本実施例では、測距枠、測距位置、リング操作方向及びデフォーカス量に関して、
表示、縮小表示、簡易表示及び非表示の４形態を段階的に選択するようにしたが、より単
純に、表示と非表示を切り替えるようにしてもよい。より一般的には、デフォーカス量に
応じてフォーカスガイドのサイズ、内容及び表示形態の１以上を変更する。
【００６１】
　フォーカスのマニュアル操作はフォーカスリング１６８のようなリング形式の操作手段
に限定されない。この意味で、リング操作方向は、より一般的にはフォーカス操作方向と
いえる。
【００６２】
　図４は、フォーカスガイド表示変更処理のフローチャートである。図４に示す処理に対
応する制御プログラムが本体マイコン１３４のＲＯＭ１３４Ｂに記憶されている。本体マ
イコン１３４のＣＰＵ１３４ＡがＲＯＭ１３４Ｂからこの制御プログラムを読み出してＲ
ＡＭ１３４Ｃに展開し、実行することにより、図４に示す処理を実現する。図３と同様に
、ＣＰＵ１３４Ａが、フォーカスガイドをそれぞれに固有のＩＤで管理し、図４に示す処
理を、現在表示されている全てのフォーカスガイドに適用するようにループ実行する。説
明例として、フォーカスガイドは、測距エリアを示す測距枠と、どの座標に対してフォー
カスガイドを行っているかを示す測距位置と、合焦させるためのフォーカスリング操作方
向と、フォーカスのずれ量を示すデフォーカス量を含む。
【００６３】
　Ｓ４０１で、本体マイコン１３４は、現在表示しているフォーカスガイドの数がＮ以上
かどうかを判断する。現在表示しているフォーカスガイドの数がＮ以上であると判断され
た場合、本体マイコン１３４は、Ｓ４０２に進み、そうでない場合、Ｓ４０５に進む。
【００６４】
　Ｓ４０２で、本体マイコン１３４は、現在選択されているＩＤのフォーカスガイドのリ
ング操作方向が最後にユーザが操作した操作方向と一致するかどうかを判断する。現在選
択されているＩＤのフォーカスガイドにおけるリング操作方向が、最後にユーザが操作し
た操作方向と一致していると判断された場合、本体マイコン１３４は、Ｓ４０３に進み、
そうでない場合、Ｓ４０４に進む。
【００６５】
　Ｓ４０３で、本体マイコン１３４は、図３で説明したＳ３０１からＳ３１０の処理を実
行する。本体マイコン１３４は、ＩＤをインクリメントして、Ｓ４０１に戻る。
【００６６】
　Ｓ４０４で、本体マイコン１３４は、現在選択されているＩＤのフォーカスガイドの測
距枠、測距位置、リング操作方向及びデフォーカス量の全てを非表示とする。本体マイコ
ン１３４は、ＩＤをインクリメントして、Ｓ４０１に戻る。
【００６７】
　Ｓ４０５で、本体マイコン１３４は、現在選択されているＩＤのフォーカスガイドの測
距枠、測距位置、リング操作方向及びデフォーカス量の全てを通常表示にする。本体マイ
コン１３４は、ＩＤをインクリメントして、Ｓ４０１に戻る。
【００６８】
　表示中の全てのフォーカスガイドに対して図４に示す処理を実行すると、本体マイコン
１３４は、図４に示す処理を終了する。
【００６９】
　このように、フォーカスガイドの表示を、デフォーカス量に応じて大きさまたは表示形
態を変更するようにした。このようにすることで、画面上の情報量を減らすことが可能と
なる。フォーカスガイドを複数、同時に表示する場合でも、画面上の情報量が膨大となる
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ことを防ぎ、視認性を改善できる。また、表示するフォーカスガイド数が少ないときには
、表示中の全フォーカスガイドを通常表示とすることで、情報量を減らすことによるデメ
リットの発生を防ぐことが可能となる。さらに、ユーザが最後に操作したリング操作方向
と一致するフォーカスガイド表示のみ行うようにすることで、より情報量を減らすことが
可能となり、視認性を改善できる。
【００７０】
　図５は、フォーカスガイドの通常表示例を示す。枠５０２は、測距エリア表示として、
測距エリアを示す。指標５０３、５０４は、デフォーカス量表示として、枠５０２の中心
を中心とする円周の頂点からの角度でデフォーカス量を示す。枠５０５は、測距位置表示
として、どの座標に対してフォーカスガイドを行っているかを示す。矢印５０６は、リン
グ操作方向表示として、合焦させるためにフォーカスリングを操作すべきリング操作方向
を示す。指標５０１は、指標５０３と指標５０４が互いに重なった状態になっており、合
焦状態を示す。指標５０１の色または形状を、指標５０３，５０４の色または形状と異な
るようにするのが好ましい。
【００７１】
　図６は、図３に示すフォーカスガイド表示変更処理における画面遷移例を示す。画面は
奥から犬、鉢植えが２つ、父、母、子供が被写体として撮影されている状態を示しており
、その全てにフォーカスガイドが表示されているとする。
【００７２】
　図６（Ａ）は、一番手前に位置する子供に焦点が合っている状態を示す。デフォーカス
量に応じて、両親のフォーカスガイドは、Ｓ３０８の処理結果として、測距枠が非表示と
なり、測距位置、リング操作方向及びデフォーカス量が小さく表示される。２つの鉢植え
のフォーカスガイドは、Ｓ３０７の処理結果として、測距枠及びデフォーカス量が非表示
となり、測距位置が小さく表示され、リング操作方向が測距位置に重畳した簡易表示とな
る。犬のフォーカスガイドは、Ｓ３０６の処理結果として、測距枠、測距位置、リング操
作方向及びデフォーカス量の全てが非表示となる。
【００７３】
　図６（Ｂ）は、両親に焦点が合っている状態を示す。デフォーカス量に応じて、子供の
フォーカスガイドは、Ｓ３０８の処理結果として、測距枠が非表示となり、測距位置、リ
ング操作方向及びデフォーカス量が小さく表示される。２つの鉢植えのフォーカスガイド
は、Ｓ３０８の処理結果として、測距枠が非表示となり、測距位置、リング操作方向及び
デフォーカス量が小さく表示される。犬のフォーカスガイドは、Ｓ３０７の処理結果とし
て、測距枠及びデフォーカス量が非表示となり、測距位置が小さく表示され、リング操作
方向が測距位置に重畳した簡易表示となる。
【００７４】
　図６（Ｃ）は、２つの鉢植えに焦点が合っている状態を示す。デフォーカス量に応じて
、子供のフォーカスガイドは、Ｓ３０７の処理結果として、測距枠及びデフォーカス量が
非表示となり、測距位置が小さく表示され、リング操作方向が測距位置に重畳した簡易表
示となる。両親のフォーカスガイドは、Ｓ３０８の処理結果として、測距枠が非表示とな
り、測距位置、リング操作方向及びデフォーカス量が小さく表示される。犬のフォーカス
ガイドは、Ｓ３０８の処理結果として、測距枠が非表示となり、測距位置、リング操作方
向及びデフォーカス量が小さく表示される。
【００７５】
　図６（Ｄ）は、犬に焦点が合っている状態を示す。デフォーカス量に応じて、子供のフ
ォーカスガイドは、Ｓ３０６の処理結果として、測距枠、測距位置、リング操作方向及び
デフォーカス量の全てが非表示となる。両親のフォーカスガイドは、Ｓ３０７の処理結果
として、測距枠及びデフォーカス量が非表示となり、測距位置が小さく表示され、リング
操作方向が測距位置に重畳した簡易表示となる。２つの鉢植えのフォーカスガイドは、Ｓ
３０８の処理結果として、測距枠が非表示となり、測距位置、リング操作方向及びデフォ
ーカス量が小さく表示される。



(12) JP 6752681 B2 2020.9.9

10

20

30

40

50

【００７６】
　図７は、図４に示すフォーカスガイド表示変更処理における画面遷移例を示す。図６と
同様に、画面は奥から犬、鉢植えが２つ、父、母、子供が被写体として撮影されている状
態を示し、その全てにフォーカスガイドが表示されている。尚、現在、表示しているフォ
ーカスガイド表示の数がＮ以上であるとする。
【００７７】
　図７（Ａ）は、無限側にフォーカスを操作した後に一番手前に位置する子供に焦点が合
っている状態を示す。両親、２つの鉢植え及び犬は全て無限方向に位置しているので、Ｓ
４０２の処理結果として、全フォーカスガイドが表示対象となっている。デフォーカス量
に応じて、両親のフォーカスガイドは、Ｓ３０８の処理結果として、測距枠が非表示とな
り、測距位置、リング操作方向及びデフォーカス量が小さく表示される。２つの鉢植えの
フォーカスガイドは、ステップＳ３０７の処理結果として、測距枠及びデフォーカス量が
非表示となり、測距位置が小さく表示され、リング操作方向が測距位置に重畳した簡易表
示となる。犬のフォーカスガイドは、Ｓ３０６の処理結果として、測距枠、測距位置、リ
ング操作方向及びデフォーカス量の全てが非表示となる。
【００７８】
　図７（Ｂ）は、図７（Ａ）に示す状態からさらに無限方向にフォーカスを操作した後に
両親に焦点が合っている状態を示す。子供は至近方向に位置しているので、Ｓ４０２の処
理結果として、フォーカスガイドが非表示となる。２つの鉢植え及び犬は無限方向に位置
しているので、Ｓ４０２の処理結果として、フォーカスガイド表示対象となっている。デ
フォーカス量に応じて、２つの鉢植えのフォーカスガイドは、Ｓ３０８の処理結果として
、測距枠が非表示となり、測距位置、リング操作方向及びデフォーカス量が小さく表示さ
れる。犬のフォーカスガイドは、Ｓ３０７の処理結果として、測距枠及びデフォーカス量
が非表示となり、測距位置が小さく表示され、リング操作方向が測距位置に重畳した簡易
表示となる。
【００７９】
　図７（Ｃ）は、図７（Ｂ）に示す状態からさらに無限方向にフォーカスを操作した後に
２つの鉢植えに焦点が合っている状態を示す。子供と両親は至近方向に位置しているので
、Ｓ４０２の処理結果として、フォーカスガイド表示が非表示となる。他方、犬は無限方
向に位置しているので、Ｓ４０２の処理結果として、フォーカスガイド表示対象となって
いる。デフォーカス量に応じて、犬のフォーカスガイドは、Ｓ３０８の処理結果として、
測距枠が非表示となり、測距位置、リング操作方向及びデフォーカス量が小さく表示され
る。
【００８０】
　図７（Ｄ）は、図７（Ｃ）に示す状態からさらに無限方向にフォーカスを操作した後に
犬に焦点が合っている状態を示す。子供、両親及び２つの鉢植えは全て至近方向に位置し
ているので、Ｓ４０２の処理結果として、全てのフォーカスガイドが非表示となっている
。
【００８１】
　このように、フォーカスガイドの表示を、デフォーカス量に応じて大きさまたは表示形
態を変更するようにした。このようにすることで、画面上の情報量を減らすことが可能と
なる。フォーカスガイドを複数、同時に表示する場合でも、画面上の情報量が膨大となる
ことを防ぎ、視認性を改善できる。ユーザが最後に操作したリング操作方向と一致するフ
ォーカスガイド表示のみ行うようにすることで、より情報量を減らすことが可能となり、
視認性を改善できる。
【００８２】
　なお、本体マイコン１３４が行うものとして説明した上述の各種制御は、１つのハード
ウェアが行ってもよいし、複数のハードウェアが処理を分担することで、装置全体の制御
を行ってもよい。
【００８３】
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　また、本発明をその好適な実施形態に基づいて詳述してきたが、本発明はこれら特定の
実施形態に限られるものではなく、この発明の要旨を逸脱しない範囲の様々な形態も本発
明に含まれる。さらに、上述した各実施形態は本発明の一実施形態を示すものにすぎず、
各実施形態を適宜組み合わせることも可能である。
【００８４】
　また、上述した実施形態においては、本発明を撮像装置に適用した場合を例にして説明
したが、これはこの例に限定されず、距離の異なる複数の被写体へのフォーカスガイドを
表示する装置に適用可能である。すなわち、本発明は、パーソナルコンピュータやＰＤＡ
、携帯電話端末、タブレット端末、スマートフォン、などに適用可能である。
【００８５】
　本発明は、上述の実施形態の１以上の機能を実現するプログラムを、ネットワーク又は
記憶媒体を介してシステム又は装置に供給し、そのシステム又は装置のコンピュータにお
ける１つ以上のプロセッサーがプログラムを読出し実行する処理でも実現可能である。ま
た、１以上の機能を実現する回路（例えば、ＡＳＩＣ）によっても実現可能である。

【図１】 【図２】



(14) JP 6752681 B2 2020.9.9

【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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